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1. 基本構想とは 

 『高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法律(平成 18（2006）年法律第 91号)』（以下「バリアフ
リー法」という。）では、市町村は、移動等円滑化の促進に関する方針又は移動等円滑化に係る事業の重点
的かつ一体的な推進に関する基本的な構想（基本構想）を作成するよう努めるものとされています。 

 基本構想は「個々の施設等のバリアフリー化だけではなく、面的かつ一体的なバリアフリー化を図ること」、
「新設又は新築の施設だけではなく、既存の施設等のバリアフリー化を図ること」、「市民等の参加の促進を図る
こと」を目指しています。 

＜基本構想制度のイメージ＞ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. 基本構想改定の目的 

 本市では、平成 27（2015）年９月に『茅ヶ崎市バリアフリー基本構想（以下、「旧基本構想」という。）』を策
定しました。 

 旧基本構想の目標年次を令和４(2022)年度末に迎えたことから、基本構想を改定し、バリアフリーやユニバー
サルデザインのまちづくりに向けた本市の考えや方向性を示すとともに、これまでの取組と連携することで、
効果的なバリアフリーを推進することを目的とします。茅ヶ崎市バリアフリー基本構想(令和５年８月策定)
（以下、「本基本構想」という。）は、バリアフリー法に基づく対象者に加え、ベビーカー利用者等の子育て世
代や外国人、性的マイノリティを含めた多様な人々を対象とします。 

3. 基本構想の位置づけ 

 本基本構想は、『茅ヶ崎市総合計画』の目指す将来の都市像“笑顔と活力にあふれみんなで未来を創るまち
茅ヶ崎”を踏まえて策定し、バリアフリー法及びこれに関連する条例等と整合を図ります。 

 目標年次は、令和 14(2032)年度に設定し、事業実施時期を短期・中期・長期の 3段階に分けて設定します。 

 

 
 

概要版 2～3ページを参照 
 
 
 

1. 市民、事業者、行政の役割と責務に基づくバリアフリー化の推進 

 本市では、基本理念・目標の実現に向けて、各主体の役割と責務を明確化し、それぞれの立場からバリアフリー化
を推進します。 

2. 基本構想改定後の市民参加 

 今後の基本構想推進においても、茅ヶ崎市
バリアフリー基本構想推進協議会を引き
続き設置し、継続的に市民意見を聴取する
場を設けていきます。（右図参照） 

基本構想の推進 【本編 164ページ】 

基本構想の改定に向けて 【本編 4ページ】 ～             整備促進地区 【本編 161ページ】 

茅ヶ崎市バリアフリー基本構想とは 【本編 1ページ】 

 

茅ヶ崎市バリアフリー基本構想  
－  概  要  版  －  

第 1章 

第 2章 第 9章 

第 10章 

重点整備地区 

バリアフリー法に基づく基本構想に定める地区。施設が集積し、その間

の移動が通常徒歩で行われる地区を、バリアフリー化のために事業を

重点的かつ一体的に推進すべき地区として市区町村が定めるもの。 

→特定事業等の 

位置づけ 

バリアフリー化の推進

・ 生活関連経路 

・ 生活関連施設 

・ 車両等

生活関連施設 

高齢者、障がい者等が日常生活又は社会生活

において利用する旅客施設、官公庁施設、福祉

施設、その他の施設。 

生活関連経路 

生活関連施設相互間の経路。 

①意見交換に関する発意・相談等

③参加者に依頼

④意見交換の実施 ④意見交換の実施 

 （事務局はオブザーバー）

⑤事業への意見反映・状況報告

①意見交換に関する発意・助言等 

②対象者・方法等の調整 

⑥意見交換結果の報告

※適宜、助言、サポート 

（参加者の紹介・日程の調整

等）

協議会 

事務局 特定事業者等 

市民 
（市民部会等） 



 

３ ２ 

＜茅ヶ崎市バリアフリー基本構想の体系図＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基 本 構 想  

だれもが安心して過ごせるまちづくり

①重点整備地区・整備促進地

区の設定による効果的な

バリアフリー化 
だれもが 

移動しやすい 

都市基盤の 

バリアフリーの推進 

だれもが 

利用しやすい 

生活基盤の 

バリアフリーの推進 

ひと・まちを 

育て支える 

心のバリアフリー 

の推進 

改定に向けた課題 改定の方向性及び方針 

 

②多様な市民参加と協働

による心のバリアフリー

の促進 

 

理念・目標の充実 

③他施策と連携した全市へ

の展開、事業の進捗状況に

あわせた段階的な対応 

全市的なバリアフリ
ー化の推進 

重点整備地区等における
バリアフリー化の深化 

バリアフリー法改正に基
づく理念・目標の再設定 

関連法や街づくり条
例改正への対応 

対象者の拡大 

バリアフリー整備等の需要の高
まりや理解促進に向けた対応 

対象地区拡大の 

可能性検討 

生活関連施設・ 

生活関連経路の充実 

生活関連施設・ 
生活関連経路の検討 

公立小中学校のバリアフリ
ー化に向けた方針の追加 

ハード・ソフトの 

一体的な取組に向けた

事業推進 

旧基本構想の未着手事業
や継続事業への対応 

教育啓発特定事業の
追加 

市民意見など新たな
課題への対応 

市民参加の充実 市民参加の仕組みづくり 

目 標 基本方針 

事業進捗率の向上に
向けた対策 事業推進体制の構築 

旧基本構想 

 
茅ヶ崎市バリアフリー基本構想推進協議会 

事業者 市民部会等 庁内 

④基本構想の進行管理による

継続的なバリアフリー化 

背 景 

基本理念 

事業・取組 バリアフリー化の方針 

市民・事業者・行政が主体となって
取り組む事業 

心のバリアフリーの推進 

施設整備に伴うバリアフリー化の推進 

公共サインの整備に伴うバリアフリー化の推進 

安全な歩行空間確保に伴うバリアフリー化の推進 

全市的なバリアフリー化の推進 

■市民・事業者・行政による取組 

■市による取組 

重点整備地区等における 
バリアフリー化の推進 

市が主体となって取り組む事業 

心のバリアフリーの推進 

情報のバリアフリーの推進 

人的対応・接遇の推進 

小中学校のバリアフリー化の推進 

施設等のバリアフリー化の推進 

災害・緊急時におけるバリアフリー化
の推進 
イベント・会議・講演等におけるバリアフリー化の推進 

バリアフリー整備等に係る予算への対応 

■整備促進地区 

香川駅周辺地区 

 

 

 

 

 

辻堂駅周辺地区 

 

 

 

 

 

 

 

 

周辺地区 

交通結節点として公共サインガイ
ドラインに基づくサイン等の整備 

道路移動等円滑化基準に準
じた歩道整備 

複線化等に関する鉄道事業
者への働きかけ 

移動の起点となる辻堂駅に公共サイン
ガイドラインに基づくサイン等の整備 

■重点整備地区 

茅ケ崎駅・北茅ケ崎駅周辺地区 

沿道の建築物等のバリアフリー
化による連続性の確保 

北茅ケ崎駅のバリアフリー
化による利便性の向上 

公共交通や道路を中心としたバリ
アフリー化による移動環境の向上 

市立病院とバス停留所の一体
的なバリアフリー化の推進 

公共サイン整備の推進 

市民一人ひとりの心のバリア
フリーの推進 

特定事業等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

来街者が安心して訪れることが
できる観光バリアフリーの推進 

道路特定事業 

交通安全特定事業 

建築物特定事業 

路外駐車場特定事業 

都市公園特定事業 

公共交通特定事業 

（その他の事項） 

海水浴場 

公共サイン 商店街 

心のバリアフリー 

基本構想の推進（令和５～１４年度） 

教
育
啓
発
特
定
事
業 

改定の 

体 制 
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＜基本構想の枠組み＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜基本構想の推進＞ 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

＜本市におけるバリアフリー化の特徴＞ 

① 対象者の拡大 
高齢者、障がい者、けが人、妊産婦 
（バリアフリー法に基づく対象者） 

＋ 
ベビーカー利用者、子連れ、外国人、 
性的マイノリティ、観光客など 
（本市独自の対象者） 

② 対象範囲の拡大 

重点整備地区 
（バリアフリー法に基づき定める地区） 
市が主体となって取り組む事業 
整備促進地区 
（本市が独自に定める事業や地区） 

③ 推進体制 

定期的な意見交換、中間評価の設定 

 

 

【第５章】全体基本構想 

(2)重点整備地区等におけるバリアフリー化の推進 

相模線 

国道１３４号 

茅ヶ崎市役所● 

国道１号 

東海道本線 茅ケ崎駅 

茅ヶ崎漁港 

N 

事業の実施 

基本構想の見直し 

新たな基本構想の 

作成等の必要性検討 

令和 15 年度～ 

 

令和５年度～令和 14 年度 令和５年８月 

特定事業計画

の作成 

基本構想 

策定 

令和５年度 

毎年度 

事業進捗状況の報告 定期的な 
意見交換の実施 結果をフィードバック 

事業への反映・改善 
令和６・９・14 年度 

 事業進捗状況の評価 

 

完了事業の確認 中間評価の設定 

茅ヶ崎市バリアフリー基本構想推進協議会及び市民部会等による基本構想の推進  

【第６章】 

市民・事業者・行政が 

主体となって取り組む事業 

 

(1)全市的なバリアフリー化の推進 

ア 市民・事業者・行政
による取組 

【第 1 章】茅ヶ崎市バリアフリー基本構想とは   【第 2 章】基本構想の改定に向けて 

【第 3 章】茅ヶ崎市の概況・社会的な背景       【第 4 章】これまでの取組成果、課題・方針 

【第 10 章】基本構想の推進 

イ 整備促進地区 

 

ア 重点整備地区 

 

イ 市による取組 

 

茅ヶ崎市バリアフリー基本構想 

【第７章】 

市が主体となって 

取り組む事業 

 

【第８章】 

重点整備地区 

茅ケ崎駅・北茅ケ崎駅 

周辺地区 

【第９章】 

整備促進地区 

香川駅周辺地区 

辻堂駅周辺地区 

茅ヶ崎市バリアフリー基本構想 概要版 令和５(2023)年８月作成 
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〒253-8686  神奈川県茅ヶ崎市茅ヶ崎一丁目１番１号 ファックス 0467-57-8377 
ホームページ https://www.city.chigasaki.kanagawa.jp/ メールアドレス toshiseisaku@city.chigasaki.kanagawa.jp 

【第６章】 

市民・事業者・行政が 

主体となって取り組む事業 

 

【第７章】 

市が主体となって 

取り組む事業 

 

【第８章】 

重点整備地区 

茅ケ崎駅・北茅ケ崎駅 

周辺地区 

Do Plan 

Action 

Check 

辻堂駅 

香川駅 

【第９章】 

整備促進地区 

香川駅周辺地区 

辻堂駅周辺地区 

北茅ケ崎駅 


